
鶏　肉　情　勢 更新 全農チキンフーズ㈱

１．国内 (1)

生産状況 単位：千羽、千トン、％

数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比

入雛羽数 59,682 101.5% 459,281 101.3% 61,579 103.1% 64,909 100.7% 56,869 101.5%

(2) 処理羽数 53,180 101.3% 437,251 101.3% 54,449 101.1% 59,089 101.6% 55,698 101.3%

処理重量 154.4 102.4% 1,292.4 101.5% 158.1 100.1% 172.4 101.1% 164.0 100.9%

※参考資料：全国食鳥新聞発行「PＭＮ]

輸入動向 単位：千トン、％

２．輸入 (1) 鶏肉 調製品 合計

当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 鶏肉 調製品

36.9 39.6 93.1 30.3 33.9 89.6 67.3 73.5 91.5 54.9 45.1

47.2 41.9 112.7 35.9 35.3 101.9 83.1 77.1 107.8 56.8 43.2

45.4 42.6 106.5 39.0 36.2 107.6 84.4 78.8 107.0 53.8 46.2

(2) 47.1 38.2 123.2 33.4 34.6 96.5 80.5 72.8 110.6 58.6 41.4

341.6 298.5 114.4 258.1 270.7 95.3 599.7 569.2 105.4 57.0 43.0

※参考資料：全国食鳥新聞発行「PＭＮ]、全国食鳥新聞

１．家計消費 (1) 消費動向 単位：グラム、円、％ 相場（年別・暦年） 単位：円

もも肉 むね肉 計

当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 H22年 618 229 847

1,286 1,227 104.8 1,214 1,139 106.6 H23年 642 264 906

２．量販・卸 (1) 1,150 1,231 93.4 1,143 1,104 103.5 H24年 563 189 752

1,120 1,144 97.9 1,128 1,115 101.2 H25年 583 246 829

1,252 1,244 100.6 1,222 1,148 106.4 H26年 626 294 920

(1) ※参考資料：総務省統計局HP

在庫状況 単位：千トン、％

１．27年7月 (1)

当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比

17.9 20.1 88.8 97.3 82.8 117.6 115.2 102.9 112.0

２．見通し (1) 19.8 21.5 92.0 97.1 88.1 110.3 116.9 109.6 106.7

20.9 20.3 103.1 102.8 92.9 110.7 123.7 113.1 109.3

19.5 18.0 108.4 104.5 99.8 104.7 124.0 117.8 105.2

(2) ※実績参考資料：畜産日報、農畜産業振興機構

相場（月別） 単位：円、％

品名 もも肉 むね肉 正肉合計

１．9月動向 (1) 履歴 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比

H27年6月 612 592 103.4 340 291 116.8 952 883 107.8

H27年7月 617 575 107.3 343 289 118.7 960 864 111.1

２．10月見通 (1) H27年8月 610 567 107.6 344 294 117.0 954 861 110.8

H27年9月 620 590 105.1 344 311 110.6 964 901 107.0 ※（）は見通し

H27年10月 (640) 614 104.2 (340) 325 104.6 (980) 939 104.4

H27年11月 (655) 629 104.1 (335) 327 102.4 (990) 956 103.6

632 622 101.6 337 283 119.1 969 905 107.1

需
　
　
　
要

供
　
　
　
　
　
給

相
　
　
場

10月に入り、既に量販店の棚は鍋物に移行しており、行楽需要と合わせて鶏肉需要は
堅調に推移している。
もも肉相場は、気温の低下とともに需要は高まるが、豚肉や輸入品の増加で国産の需
要は緩み、保合いでの推移となって月平均640円/ｋｇになるものと思われる。
むね肉相場も、主たる需要の加工仕向けで輸入品との競合があり、相場は保合いで推
移すると思われる。

輸入品は国産品の代替としてテーブルミートでの出回り量が増え、輸入数量も前年比
増加傾向が続いている。9月も、50千トンに近い輸入量が予測されており、国産の不足
を補う形で主に加工仕向けでのむね肉、ささみの輸入も増加していることから、輸入品
在庫は今後も増加傾向が続くものと思われる。

国産在庫は、生産はやや回復したが需要も高いままとなっており、依然低水準の在庫
数量で推移している。生鮮での需要対応が厳しく、冷凍在庫を代替えで販売している
荷受業態もあることから、前月をやや下回る在庫数量となったものと思われる。

平成27年7月の推定期末国内在庫数量は、国産が19.5千トンと前月比で在庫は減少し
たが、前年比では増加傾向となっている。輸入品在庫は104.5千トンと、むね肉やささ
みの輸入量増加にともない輸入品在庫も増加傾向にある。

輸入鶏肉の平成27年8月通関実績は、47.1千トン（前年比123.2％）と前年を大きく上
回った。ブラジルの輸入が前年を大きく上回り（37.5千トン、127.4％）、タイからの輸入
も7.4千トン（前年比123.1％）と前年を大きく上回った。
9月以降も輸入数量は前年を上回る予測となっており、輸入数量は前年比増加傾向で
推移するものと思われる。一部の量販店では、銘柄付きの輸入解凍品を特売するな
ど、一定量がテーブルミートとして出回っている。

鶏肉調製品は、平成27年8月通関実績が33.4千トン（前年比96.5％）と前年を下回っ
た。タイ産の加工品が増加（前年比108.1％）し、中国は逆に大きく減少（前年比
85.7％）している。中国産の調製品は前年比減少傾向が続いており、賞味期限切れ事
故の影響が続いているものと思われる。

平成27年8月単月の実績は、推計で入雛羽数が前年比101.5％、処理羽数で前年比
101.3％、処理重量で前年比102.4%と前年を上回った。
8月は、すべての項目で前年を上回り、生産は順調に推移している。今年の夏は、暑さ
は厳しかったが暑い期間が短かったこともあり育成は順調で、特に東北、近畿・中四
国、北九州エリアで処理重量が増加している。

9月以降の計画では、入雛羽数では前年を上回っているが、処理羽数・重量は前年並
みとなっている。
全国的には、秋が早まったことから育成は順調で、前年を上回る計画となっている。し
かし、10月11月の入雛羽数があまり増えておらず、今の不足感に合わない生産計画と
なっており、年末に向けて不足感が高まる可能性がある。

総務省家計調査による平成27年8月の全国一世帯当たりの鶏肉消費量は1,120㌘（前
年比97.9％）と前年を下回り、金額では1,128円（前年比101.2％）と前年を上回った。
鶏肉の販売数量は、季節要因や、ブラジル産もも肉の解凍品販売、輸入チルドポーク
を中心とした豚肉の特売増加なども数量減少の一因となり、もも肉消費がやや緩んで
前年を下回った。金額は、特売抑制により販売単価が上昇し、前年をやや上回った。

平成27年9月の相場は、もも肉620円/ｋｇ、むね肉344円/ｋｇと、前月比でもも肉が10円
/ｋｇ上げ、むね肉は変わらずで合計10円/ｋｇの上げとなった。もも肉は、上旬にやや停
滞期はあったが、気温の下げに伴う形で上げ傾向となり、シルバーウィーク明けで大幅
に値上がりし、そのまま右肩上がりで推移した。
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３．業務・
　　加工筋

10月に入り、朝晩の気温が下がってきていることから、売り場は鍋物商材が並べられて
いる。鶏肉もつみれ団子が並び始め、もも肉も切身等でなべ物用の需要を期待してい
る棚割りとなっているが、野菜の価格が高いため鶏肉消費への影響も懸念される。

依然としてむね肉、ささみの需要が大きく、ささみはひっ迫した状況が続いている。肝も
加工品や串の原料で引合いがあり、生でも動いていることから歩留りの悪化と合わさ
り、やや不足感が出ている。
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